






研究経過の総括 

胎児,新生児の低酸素症は,児の色々の病態と関連のある重要な異常であって,本研究班で

は,胎児低酸素症の診断治療,あるいはその予後と関連して,胎児心拍数モニタリングの意

義,装置改善,その発展,普及の方法や,短期あるいは長期予後改善の成績についての研究が

1分野を形成し,第2には,胎児低酸素症の内分泌への影響,新生児の人工換気ことに高頻度

換気療法,未熟網膜症の解明,酸素療法の影響の検討が行われ,第 3グループでは,新生児頭

蓋内出血の成因,診断治療に関する研究が実施された。一見,多数の領域にわたっているよ

うに思われるが,実は全体に関して胎児,新生児のガス交換や低酸素症が共通的な要素とな

って研究が進められている。いずれについても,胎児新生児の時期だけを対象とするのでな

く,成長発育後にわたる予後改善を目ざしている。 


